
45

長野県環境保全研究所研究報告　４：45－50（2008）� 〈研究ノート〉

1.　はじめに

　ホトケドジョウ Lefua echigonia は本州の関西・近

畿地域から東北にかけての平野部や低山の河川や湧

水域に生息する小型のドジョウ科魚類の一種である

が，日本各地で生息地が消失し，環境省のレッドデー

タブック１） では絶滅危惧 IB 類とされている．

　県内ではかつて東北信地域や中信地域に広く分布

し，「オカメ」，「オカメドジョウ」，「オタンドジョ

ウ」の地方名で親しまれたが近年では生息地が急減

し２），長野県レッドデータブック３） でも絶滅危惧 IB

類とされている．ホトケドジョウは，伏流水のある

河川敷の浅い水たまりや，湧水があって水草が生え

る小川や水田の側溝など，きれいな水がゆるやかに

流 れ る 砂 泥 底 に す み ４）, ５）， 水 辺 環 境 の 自 然 度 を 計

るバロメータと言われている２）．しかし，分布や生

息環境，また生態それぞれの詳細には未解明な点が

多く，本種の保全にはこれらの知見の蓄積が急務と

される．

　 こ の 研 究 で は 県 内 各 地 に 残 さ れ て い る ホ ト ケ ド

ジョウの生息状況を明らかにする目的で現地調査を

行い生息環境の特徴と遺伝子特性を明らかにした．

2.　調査地と方法

2.1　調査地

　今回調査した場所は，千曲川水系 19 地点，犀川

水 系 4 地 点， 天 竜 川 水 系 1 地 点 の 合 計 24 地 点 で，

その多くは研究者や地域住民からの情報提供によっ

てホトケドジョウの生息可能性が高いと判断された

場所である（表１）．ホトケドジョウは水系内にパッ

チ状に分布することが知られているため ５），同一水

系内であっても直線距離で 100m 以上離れた地点は

異なった生息地として扱った．これらの生息地情報

は，長野県版レッドデータブック作成事業３） によっ

て得られた情報に，その後 2007 年までに得られた

情報を追加してとりまとめた．

　

2.2　現地調査の方法

　県内各地での生息確認及び生息環境調査を 2003 年

か ら 2007 年 ま で の 間 に 行 っ た． 魚 類 の 捕 獲 に は

5mm メッシュのタモ網を用いた． 調査地では 1 地

点につき１～ 4 名で 5 ～ 30 分採捕を行い，捕獲さ

れた魚種と個体数を記録した．ホトケドジョウが捕

獲 さ れ た 場 合 に は， 各 地 点 の １ ～ 3 個 体 か ら 鰭 の
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一部（約 5mm 角）を採取し 99%エタノールに保存

して実験室に持ち帰った．

　生息環境については，水路の幅と構造の概要，底

質 を 記 録 し， 同 時 に 水 温 を 測 定 し た（測 定 時 刻 は

10 ～ 18 時）．

2.3　DNA 分析

　遺伝分析については Saka et al . ６） に従い，ミトコ

ンドリア DNA の Cytochrome b 領域の塩基配列を分

析 対 象 と し た．DNA 抽 出 に は Qiagen 社 の DNeasy 

Tissue Kit を 用 い，Yamamoto et al. ７） の プ ラ イ マ ー

セットでミトコンドリア DNA の Cytochrome b 領域

後 半 部 分 の 約 600bp を PCR 増 幅 し，ABI3700 シ ー

クエンサー（Applied Biosystem 社製）により塩基配

列 を 決 定 し た． 塩 基 配 列 型（ハ プ ロ タ イ プ） は 遺

伝子解析ソフトウェア ClustalW ８） によって整列し，

Saka et al . ６） で確認された国内産ホトケドジョウの

塩基配列（とくに，長野県小布施町産のハプロタイ

プ：DDBJ 登 録 番 号 AB080163） と 比 較 し て 変 異 の

有無を検討した．

　 な お， 全 国 の ホ ト ケ ド ジ ョ ウ を 対 象 と し た DNA

レベルの地理変異については最近になって複数の研

究 成 果 6）,9）,10） が 公 表 さ れ て お り， い ず れ も 国 内 に

大きく５つ（東海近畿型，越後型，東北型，北関東

型， 南関東型） の明瞭なグループが存在すること，

長野県のいくつかの集団（小布施町産， 野沢村産，

須坂市産，旧梓川村産，松本市産，塩尻市産）はそ

のうちの南関東型に分類される等の知見が得られて

いる．

3.　結果および考察

3.1　分布と生息環境

　今回の調査により，千曲川・犀川水系の 24 地点

のほか，天竜川水系にあたる諏訪湖流入河川の１地

点 で ホ ト ケ ド ジ ョ ウ の 生 息 が 確 認 さ れ た（表 １）．

なお，県内の他の主要水系である木曽川，釜無川の

各 水 系 か ら は 分 布 は 知 ら れ て い な い ２）． 中 村 11） に

よれば， 姫川， 木崎湖には記録があるとされるが，

これら地域からも生息情報は得られなかった．

　マクロな生息環境としては，伏流水のある河川敷

の浅いたまりや湧水のある水田周辺の小規模な細流

が ほ と ん ど で あ っ た． 代 表 的 な 景 観 を 図 １ に 示 し

た．水域の特徴としては水路幅はおおむね 60cm 以

下で，底質は泥や砂泥，魚種としてはホトケドジョ

ウ 単 独 あ る い は ド ジ ョ ウ と 混 生 し て い る 場 合 が 多

　　　　　                        図１　生息場所の景観
　　　　　　　　                         　⒜：小諸市の水田，　⒝ : 茅野市の休耕田（点線内が水路），

　　　　　　　                         　　⒞：軽井沢町の農地脇水路，　⒟：波田町の梓川河川敷内流路．

⒜

⒝

⒞

⒟
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かった（図２）． 水路構造については， 自然流路や

素堀水路がほとんどであったが，コンクリート水路

でも砂泥が堆積するような場所で確認されることが

あった．また，生息地の多くは付近に小規模な湧水

が認められ， 水温は夏季でもおおむね 20℃を超え

ない範囲であった．総体的には今回確認された生息

環境の特徴はこれまでの報告４）, ５）,12）と一致している．

　水温環境については飼育実験により，夏の極端な

高水温（27℃以上）と冬の低水温（5℃以下）を避

けることが重要であることが明らかとなっている 5）．

また野外調査でも冬季になると比較的水温の高い湧

水 付 近 に 集 合 す る こ と が 知 ら れ て い る 12）． 今 回 の

調査は春から秋までに実施されたため冬期間の環境

について言及できないが，長野県の各生息地におい

ては夏の低水温よりむしろ冬の水温を維持する湧水

がホトケドジョウの生息を可能にしているものと推

測される．

　本種は３月～６月にかけて産卵し，水草などの産

卵 基 質 が 必 要 と さ れ る ４）, ５）． 今 回 は 水 草 に 関 し て

の詳細な記録を行っていないが，ほとんどの場所で

湧水や湿地特有の水草（バイカモ類，オランダガラ

シ，セリ等）が生育していた．水草の中には，長野

県の絶滅危惧生物 13）,14） に指定されているスギナモ

（須坂市），ミズオオバコ（小諸市），サンショウモ（小

諸市）なども確認された．

3.2　遺伝的特性

　 県 内 の ホ ト ケ ド ジ ョ ウ 36 標 本 を 解 析 し た 結 果，

２種類のハプロタイプが確認された（表 2）． これ

ら ２ 種 の 塩 基 配 列 変 異 は 573bp 中 の わ ず か １ 塩 基

であり，いずれも南関東型にグルーピングされるハ

プロタイプであった 6）．１ヶ所を除いて他すべての

調 査 地 で は 既 報 と 同 一 配 列 の Hap-A で あ り， 天 竜

川水系および千曲川・犀川水系のそれぞれで確認さ

れた．一方，Hap-B は千曲川上流部の佐久市の集団

でのみ確認され，この集団の３標本は同一の塩基配

列であった．以上の遺伝的変異に着目すると，佐久

地域の集団だけは他とは一定の区別をして保全する

必要があると考えられる．

3.3　保全上の課題

　近年における本種の減少要因として，農山村地域

の開発や圃場整備，中・小河川の改修などが進めら

れ た こ と， ま た 毒 性 の 強 い 農 薬 の 影 響 な ど が あ げ

ハプロタイプ名
配列上の相対位置

出典220
AB080163 G Saka et al (2003)
Hap-A G 本研究
Hap-B A 本研究

表２　Cytochrome b 領域の部分配列に認められた
シーケンス変異
小布施産個体（DDBJ 登録番号 AB080163）の後半部

573bp と比較した場合の変異サイトのみ示した．

図２　各環境項目からみたホトケドジョウの生息環境
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ら れ て い る ２）, ３）． 現 存 す る ホ ト ケ ド ジ ョ ウ は こ れ

らの影響が比較的少なかった集団と考えられるもの

の，各地の集団はきわめて局所的で，各々の集団サ

イズも大きくなかった．このようなメタ個体群構造

を持つ生物の保全には，個々の分集団を保全するの

と同時に，集団間の交流を保つことによって遺伝的

な多様性を確保することが望まれる 15）．

　分集団の保全に関しては，生息地の多くが湧水に

依存していると考えられることから，湧水が農薬等

で汚染されたり，枯渇しないような配慮が必要であ

ろう．とくに冬季の地下水位低下や湧水枯渇は日本

の 各 地 で 報 告 さ れ て い る 16）． ま た 遺 伝 的 多 様 性 を

維持してゆくためには，集団間の個体の移動などが

確保されることが望まれる．しかし，例えば，梓川

河川敷の生息地のように本流の河床低下のために分

集団の孤立化が進んでいると考えられる事例も認め

られる．

　本種の保全のためには， 今後とも分布， 個体数，

遺伝的多様性の３要素について，継続的にモニタリ

ングしてゆくことが望まれる．
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